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動物; 6--8 週令のBALB/C ， C3H/He，及びC57B L/6 マウスを用いた。アロ抗原の経門
脈前感作;エーテル麻酔開腹下で、O.lml の牌細胞浮遊液を門脈内に注射した。アロ抗原に対する免疫;
アロ抗原の経門脈前感作後12日目にアロ牌細胞 (1 X10 7 ) を BALB/Cマウスの皮下に投与するこ
とで誘導した。遅延型過敏症 (DTH) 反応;免疫マウスの後肢足蹄、に 1 X 10 7個の免疫に用いたアロ
牌細胞を惹起注射し ， 24時間後の足蹴の腫脹を測定することにより行った。
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ところ 10 1 ..........10 8個の牌細胞によって 1 ヶ月以上持続する安定した寛容が誘導されることがわかった。
(3) C 3 H/He牌細胞を経門脈投与したBALB/Cマウスに C 3 H/Heの代わりに C57B L/ 6 牌
細胞を皮下免疫したところ C57B L/6 に対する DTH反応の誘導に何らの抑制効果を示さない事か
ら経門脈投与によって誘導される免疫寛容はアロ抗原特異的である事が明らかになった。
(4) この寛容誘導の系における抑制性細胞活性の関与をみる為C 3 H/He牌細胞を門脈内に移入され
免疫寛容に陥ったBALB/Cマウスの牌，リンパ節細胞を正常BA L B / C recipient マウスに静
脈内移入したところ，この recipient マウスはその後の皮下免疫により対照群と同程度の強い抗 C 3 
H/He DTH反応を誘導した。又600RX線照射した BA L B / C recipient マウスに，正常牌細胞













ろ clonal deletion によるものであった。
本実験系での免疫寛容誘導の手技は臓器移植への将来の応用の可能性を示すとともに，外来性抗原の
寛容導入における肝臓の役割を解析するためにも有用なモデルを提供するものと考えられる。
よって，本研究論文は博士の学位申請に値するものと，思われる O
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